
インターンシップ報告書 

 

       学部：経済学部 学年：二回生    氏名：井原 凌 

派遣国・都市：アメリカ・シアトル 

期間：３月１日～３月２２日 

 インターンシップ参加の動機 
このインターンに参加した理由は主に２つあります。まず、旅行とは違う形で海外経験を積みたいと思

っていたことです。もともと海外には興味があり、昨年も GLEP アメリカ研修に参加していました。その

アメリカ研修が終わったころから、「旅行とは違う形で、かつ一人での海外経験を積んでみたい」と思う

ようになったことが参加の理由のひとつです。２つ目の理由は、日本語教育やアメリカの教育に少し興

味があり、アメリカの教育やアメリカでの日本語教育を見てみたいと思ったことです。 

 

 インターンシップ内容 
① 兵庫県ワシントン州事務所にてサクラコンのパ 
ネル作成 

  ４月に開催されるサクラコンというアニメコン

ベンションに向けて、パネルを作成しました。パ

ネルでは主に兵庫県の観光名所、B級グルメ、兵

庫県にあるアニメの聖地について紹介しました。 

② チーフ・シールス高校で日本語の先生の手伝い 
  ウエストシアトルにある公立高校に行き、日本語

のクラスにアシスタントのような形で参加しま

した。生徒と日本語で会話したり、まだ日本語が

あまり分からない子には英語で会話するといっ

たことが主な活動でした。 

 

 学んだこと、得たこと 
学んだことはたくさんありますが、特に印象に残り自分にプラスになったことは、現地高校での経験を

通して学んだ「経済格差が与える教育への影響」です。 

僕は現地のチーフ・シールス高校へ訪れインターンを行いましたが、そこでの活動や当高校の先生の

話、あるいは同じ海外インターンシップに参加しバラード高校へ訪れていた藤野君の話を通して、経済

格差が与える教育への影響を非常に感じました。僕の訪れたチーフ・シールス高校に通う子たちの中に

は家庭が裕福でない子が多くいました。中には、ホームレスで友人の家のソファで寝泊まりしていたり、

家庭での食事が十分でない子もいました。そういった子たちに共通して言えることが「勉学に対する意

識が低いこと」と「人に壁を作ってしまうこと」でした。そういった裕福でない子たちは家庭で十分に教

育されていないため勉強に対する意識が非常に低く、授業では友達と話しをしていたり、授業で使うス

マートフォンでゲームをしていたりと授業中の態度は決して良いものではありませんでした。また、家



庭でのコミュニケーションが少ないこともあり、人とコミュニケーションをとるのが苦手で、初対面の

人にはなかなか心を開かない子が多い印象を受けました。逆に藤野君が訪れたバラード高校では裕福な

子も多くおり、話を聞く限りでは生徒が積極的に話かけてくることもあった様子でした。こうした経験

から、経済格差から生じる家庭での教育の格差は生徒の勉学に対する姿勢、コミュニケーション能力に

大きく影響するということを学ぶことができました。 

 

 印象に残ったこと 
印象に残ったこともたくさんあるのですが、その１つとして挙げられるのは、現地高校での生徒のディ

スカッションの様子です。僕は１度だけ日本語の授業のほかに知識論という授業の見学をさせていただ

きました。その授業は主に高学年のレベルの高い子たちが授業を受けていました。授業では毎回テーマ

を決め、そのテーマに関する TED を見たり、そのテーマに関してディスカッションを行ったりしていま

した。そこでの学生たちのディスカッションに対する姿勢は素晴らしく、多くの生徒が積極的に発言し

ていました。高校生でありながらテーマについてよく考え、自分なりの意見を持ち、他者にそれを発信し

ようとするその姿勢は日本の高校生も大学生も見習うべき点だと感じました。 

街中で印象的だったことは身体障碍者に対する配慮です。通勤には路線バスを利用したのですが、その

すべてのバスに電動のスロープが備え付けられており、車いすの客がバス停で待っていると運転手がボ

タンを押し乗車口にスロープができるといったような場面を何度も見ました。また、そのような状況の

時には多くの健常者が車いすの方の手助けをしていました。多様性が受け入れられている良い社会であ

ると感じました。また、バスに関してもう１つ印象的だったことがあります。それは、乗車客のほとんど

が降車時に運転手に「ありがとう」と言って降車していました。当たり前のことではあるのですが、最近

日本ではそういった場面を見かけないことも多々あります。「ありがとう」と当たり前に言える社会は日

本も見習ってよいのではないかと感じました。 

 

 苦労したこと 
苦労したことは、まず現地高校での高校生とのコミュニケーションです。前述しましたが、僕の訪れたチ

ーフ・シールス高校には家庭が裕福ではない子も多くいました。そういった子たちの中には人とのコミ

ュニケーションが苦手な子もいて、なかなか心を開いてもらえなったこともありました。それに加えて、

そういった子たちは日本語をしっかり勉強していないので、英語でしかコミュニケーションを取れず、

それによって自分の言いたいことを伝えられずうまく意思疎通できないこともありました。 

 

 現地で必要な語学力・スキル 
英語の関して言えば、英語力はできる限り付けて行くほ

うがよいと感じました。この海外インターンシップのプ

ログラムは特に英語力の条件があるわけではありません

し、現地で日常生活を過ごす上でも高校生までに学習し

てきた英語の知識で生活はできます。ただ僕は現地で生

活してみて、より英語力があれば、より多くのことを学

べただろうなと感じました。英語力向上の観点でいうと



３週間～４週間という短い期間で英語力を格段に伸ばそうというのは正直厳しいです。だから、僕はむ

しろその３週間～４週間を英語力を伸ばすことではなく、英語を通じてその先にある異文化や異なる考

え方といったようなものをより多く知るために使うべきだと感じました。だから、英語力はできる限り

付けていくべきであると感じました。 

それ以外のスキルに関して言えば、自分の英語に自信がなくても話してみようとする積極性と聞き取

れなかったら聞き返す勇気の２つは大切かなと思います。英語力をある程度日本でつけていったとして

も、現地の英語に触れる機会は貴重であるので相手からの返答が理解できないかもしれないと思っても

積極的に話しかけて英語に触れる機会を自分で増やすことは大切であると思いました。また、やはり相

手の英語を理解できないことは何度もありますが、うやむやに流すのでなく理解できるまで聞き返して

みる勇気は大切であると思いました。相手の言っていることが理解できないと会話も楽しくないので、

理解できるまで聞き返すことは話している相手には申し訳ない気持ちはありましたが、非常に大切なス

キルであると感じました。 

 

 この経験を今後どう活かしていくか 
自分の英語力に関して言えば、自分がこれからどういう風に英語を勉強していくべきかを考えるきっか

けにもなり、もうすでにこの今回の経験が活きています。ただ、今回のインターンシップで得た経験は

様々でありこれからの自分に直接的にどう活かせるのかはまだ模索しています。それでも、今回の経験

は貴重なものであることに間違いはないし、今後もう１度自分のこれからについて考え直す時に、自分

が将来何をしたいのか、どういう人生を送りたいのかを考える１つの材料として使っていきたいと思い

ます。 

 

 後輩へのメッセージ 
僕は正直このインターンが始まる前、すごく弱気になってしまっていました。それまでの海外経験と言

えば昨年のアメリカ研修ぐらいで自分が海外で１人で生活できるのかどうか不安でたまらなかったです。

ただもう申込書を出してしまっていたし、後には引けなくなってしまったと思っていたこともありまし

た。そんな不安な気持ちの中でインターン当日を迎え渡米したのを覚えています。そんなネガティブな

気持ちも持ちながら参加した僕ですが、やっぱり今は参加して良かったと心の底から思えます。 

このインターンに参加する動機は何でもよいと思います。海外経験を積みたい、異文化に触れてみた

い、現地で英語を使ってみたいなど何でもよいと思います。もっと言うならそんなに明確な動機がなく

てもとりあえず応募したら良いと思います。明確な動機が

あった方がそれはそちらのほうが良いに決まっています

が、とりあえず参加してとりあえず海外に行ってとりあえ

ずいろいろな経験をしてみることで十分だと思います。行

けば、なにかしら考えさせられ、自分がより良い方向に向

かう大切なきっかけになると僕は思います。不安もあると

は思いますが、ぜひ参加して他の学生には得られない経験

をしてください。 


